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JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

調査研究領域

・持続可能な開発目標（SDGs）
・カーボンニュートラル
・サーキュラーエコノミー
・データプラットフォーム
・生物多様性
・環境経営
・環境認証

＋

・省エネ
・再生可能エネルギー
・水素
・CCS/CCU

・原子力
・蓄電池
・次世代燃料
・ICT活用

新技術
動向調査
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２０２４年度活動方針

■メインテーマ
持続可能な開発目標（SDGs）、カーボンニュートラル、サーキュラーエコノミー、生物多様性
等、環境・エネルギー分野は非常に注目され、これら取組の情報開示が企業価値における
重要なファクターとなっている。
2024年度は特に環境経営に注目してエネルギー環境保全分野を取り巻く動向調査を行う。
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活動履歴（２０２４年度）

◼ 部会開催： 1回／月程度

◼ 講演会開催：
①「オリジンのサステナビリティ経営に向けた取組みについて」

株式会社オリジン 経営企画本部 杉山泰之氏
②「CO2クレジットの最新動向」

株式会社バイウィル カーボンニュートラル総研 木村真二氏
③「木材建築を取り巻く状況（木造維新）」

兼松サステック株式会社 営業推進部 宮崎豊氏
④「清水建設の木質建築」

清水建設株式会社 設計本部 水落秀木氏
⑤「コニカミノルタの環境経営」

コニカミノルタ株式会社 経営企画部 環境グループ 富田康二氏
⑥「BLUE MISSION 2050」 

電源開発株式会社 火力エネルギー部 柴山益男氏
⑦「持ち寄り勉強会」 研究部会員

◼ 訪問調査：
 ①森ビル様「麻布台ヒルズ 外構・緑化」
➁TOPPAN様「共創空間“L･IF･E”」
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講演内容

１．サステナビリティ経営に向けた社会動向

２．カーボンニュートラルに向けた動き
・電源開発 ・企業活動 ・カーボンクレジット

３．木材利用によるCO2削減

４．今後のエネルギー環境保全マネジメント研究部会

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

カーボンニュートラルを目指す環境経営
と木材利用への期待
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サステナビリティ経営に向けた社会の要請

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

人権問題、鉱物資源などの地政学的リスクの増大、 SDGs、カーボンニュートラルに向けて
の取組み要請の拡大などを受け、サステナビリティ経営の取組みは必須の状況。
社会的課題の解決と企業価値向上の両立による企業の持続的成長が必要。

株式会社オリジン様資料から抜粋



経産省サステナブルな企業価値創造に向けたサステナビリティ関連データの効率的な収集と戦略的活用に関するWG、
「サステナビリティ関連データの効率的な収集及び戦略的活用に関する報告書（中間整理）ー概要版ー」（2023年7月18日）

サステナビリティ関連データ
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サステナビリティ情報の開示（国内）

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

金融庁「｢サステナビリティ情報｣の開示」（2023年５月）

2023年3月期から有価証券報告書におけるサステナビリティ情報の開示を開始（個別具
的な基準はなし）。
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気候変動に関する国際的な動向

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

環境関連の国際的な動きが高まるとともに、着々と「カーボンニュートラル」への動きが
加速している

株式会社バイウィル様資料から抜粋
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カーボンニュートラルに向けた世界企業の動き

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

SBTiを中心とした各種の国際イニシアティブへ対応するために、海外大企業を中心にサ
プライチェーン全体での脱炭素の動きが高まっており、サプライヤーに対しての要請も強
まっている

株式会社バイウィル様資料から抜粋
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日本のサプライチェーン排出量

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

出典：環境省ホームページ https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/supply_chain.html
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日本企業への影響（予想）

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

プライム上場企業は、すでに多くの企業が対応を開始。今後は、グローバル企業やプラ
イム上場企業の要請によって、スタンダード上場企業・グロース上場企業・非上場企業ま
で実質的なカーボンニュートラルの義務化が進行すると予想される

株式会社バイウィル様資料から抜粋
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カーボンニュートラルを達成するためのプロセス

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

株式会社バイウィル様資料から抜粋
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講演内容

１．サステナビリティ経営に向けた社会動向

２．カーボンニュートラルに向けた動き
・電源開発 ・企業活動 ・カーボンクレジット

３．木材利用によるCO2削減

４．今後のエネルギー環境保全マネジメント研究部会

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

カーボンニュートラルを目指す環境経営
と木材利用への期待
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電源開発におけるカーボンニュートラル

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

●カーボンニュートラルに向けた電源開発

1．CO2フリー発電
陸上・洋上風力、小水力、地熱、太陽光の導入拡大

2．CO2フリー水素
再生可能エネルギーからの水素製造、石炭ガス化+CCUS、
水素サプライチェーンの構築

3．電力ネットワーク
多様な電源を調整力として活用した電力ネットワークの安定化
電力ネットワークの増強

●「加速性」と「アップサイクル」

加速性：再生可能エネルギーの拡大や電力ネットワークの安定化を加速

アップサイクル：今ある設備に最新技術を付加
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企業における３つのグリーン活動

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

企画・開発、調達・生産、販売・サービスにおいてグリーン活動を推進

コニカミノルタ株式会社様資料から抜粋



18

グリーン活動の具体例

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

グリーンプロダクツ認定制度
  プロダクトに認定基準を設けて、社会・環境課題を解決。

グリーンファクトリ認定制度
グリーンファクトリー認定基準を設けて、省エネルギー、再生可能エネルギー比率の
向上、排出物削減を実現。

グリーンサプライヤー活動
環境の経験・ノウハウを調達先へ提供。環境負荷低減とコスト削減を同時に実現。

グリーンマーケティング活動
販売・サービス部門と連携、自社実践から得たノウハウ・経験をお客様に展開、お客
様との関係強化

環境デジタルプラットフォーム
環境先進企業が結集し、地球規模での 環境課題解決とビジネス機会を創出すること
で、持続的な成長を目指す

コニカミノルタ株式会社様資料から抜粋
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環境デジタルプラットフォーム

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

参加企業各社の環境ナレッジ、ノウハウを共有、蓄積し、新たな価値を共創して環境経営
効率の向上を目指す。

コニカミノルタ株式会社様資料
から抜粋
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J-クレジットによるオフセット

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

株式会社バイウィル様資料から抜粋

J-クレジットは、国内法規制への対応（温対法・省エネ法）、国際イニシアティブへの報告（CDP・RE100・
SBT）、自主的な削減目標への対応およびオフセット商品・サービスへの活用に使用される。
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ボランタリークレジットに対する懸念点

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

株式会社バイウィル様資料から抜粋
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講演内容
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と木材利用への期待
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木材利用によるCO2削減

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

兼松サステック株式会社様資料から抜粋
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植林と木材高耐久化によるCO2削減

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

兼松サステック株式会社様資料から抜粋
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木質建築を取り巻く状況

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

清水建設株式会社様資料から抜粋
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木質建築を実現する技術

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

清水建設株式会社様資料から抜粋
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木材利用のさらなる普及拡大

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

清水建設株式会社様資料から抜粋
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AZN乾式加圧式保存処理材の利点

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

兼松サステック株式会社様資料から抜粋
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講演内容

１．サステナビリティ経営に向けた社会動向
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今後の活動方針とみなさまへのお願い

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

現在、エネルギー環境保全分野はホットです。
是非、研究部会にご参加ください！！

今後の調査研究領域

・持続可能な開発目標（SDGs）

・カーボンニュートラル

・サーキュラーエコノミー

・データプラットフォーム

・生物多様性

・環境経営

・環境認証

＋

・省エネ

・再生可能エネルギー

・水素

・CCS/CCU

・原子力

・蓄電池

・次世代燃料

・AI＆ICT活用

新技術
動向調査
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JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会

ご清聴ありがとうございました
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